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個別対応とヘルスプロモーション

みんなで考えよう！話し合おう！共有しよう！

特定保健指導での困難事例から考える

準備委員からのコメント…

「保健指導の実施や介入効果について、
指導者が困難を感じたり懸念する症例」

困難事例の定義
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困難の要因の整理が必要

自分の健診結果に全く無頓着な人
面接時の反応はいいが全く継続しない人

面接後の連絡の取れない人
指導を受けようとさえしない人

超重症域で保健指導どころではない人
メンタルヘルスやがんなど他の疾患を併せ持つメタボの人

健診や保健指導の時間さえとってもらえない

当初想定より、より深いケースの提示

（準備委員の当初の想定）

個人・家族 組織 地域・社会

対象者

支援者

困難の要因

本日のグループワークでは対象者・支援者双方の要因が提示された



Juntendo Univ. General Med. 18th conference of JHEP in Tokyo
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Juntendo Univ. General Med. 18th conference of JHEP in Tokyo

困難事例の原因は？
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個人・家族 組織 地域・社会

対象者

支援者

困難の要因

熟練するほど対象者の要因に目がいきがち

困難事例の検討から…
事例A: メタボよりわがまま社長
事例B: メタボよりタバコ
事例C: メタボより奥さん
事例D: メタボより過重労働（メンタル）
事例E: メタボよりQOL

　　　メタボよりLDL

事例F: メタボだけど満足

本来、メタボに対する特定保健指導とはそういうもの!?



個人・家族 組織 地域・社会

対象者

支援者

困難の要因

健康教育
保健指導

ヘルス
プロモーション

ヘルスプロモーションの視点を持つと困難解決の可能性は大きく変わる

個人・家族 組織 地域・社会

対象者

支援者

枠組み・制度自体の課題

メタボリックシンドローム対策全体を
俯瞰した枠組みの再検討が必要
（ポスト特定保健指導？）

本来効果
の期待で
きる対象

超重症域
がん
メンタル
難病
外国人
障害者
etc...

困難事例

切り分けが必要

その上で…


